
・育児休業請求【記入例】

育児休業承認請求書＜様式第１号＞＜人事事務の手引　様式 №88-1＞

平成○年12月 1日

福島県教育委員会 様

所　　属 会津若松市立△△小学校

職員番号

職　　名 教諭

氏　　名 若　松　春　代

（記名押印又は署名）

　下記のとおり育児休業の承認を請求します。

1　請求に係る子 2　請求者以外の子の親

氏　　名 若　松　あおい 氏　　名 若　松　一　郎

続　　柄 長女 子との同居 ☑同居 ☐別居

生年月日 平成○年11月15日 就業の有無 ☑有 ☐無

3　請求の内容 ☑ 育児休業 ☐ 育児休業期間の延長

☐ 再度の育児休業 ☐ 再度の育児休業期間の延長

(再度の育児休業又は再度の育児休業期間の延長が必要な事情)

4　請求期間 年 月 日から 年 月 日まで

5　既に育児休業 年 月 日から 年 月 日まで

 をした期間 年 月 日から 年 月 日まで

6　備　　考

7　育児休業の承

 認についての

 所属長の意見

平成○年12月 1日

所属長　氏名 ○　○　○　○

（記名押印又は署名）

(注)

① この請求書には、請求に係る子の氏名、請求者との続柄及び生年月日を証明する書

類（医師又は助産師が発行する出生（産）証明書、母子健康手帳の出生済証明書、官

公署が発行する出生届受理証明書などのいずれか）を添付すること。（写しでも可）

②　子の出生前に請求する場合は、「４　請求期間」欄は出産予定日以後の期間とし、

「１　請求に係る子」の記入及び証明書類の添付は、出生後、速やかに行うこと。

③ 備考欄には、(ア)請求に係る子以外に３歳に満たない子を養育する場合、その氏名、

請求者との続柄及び生年月日、(イ)請求に係る子が養子の場合においては、養子縁組

の効力が生じた日、(ウ)請求に係る子以外の子について現に育児休業の承認を受けて

いる場合にはその旨並びに該当請求に係る子の氏名及び該当承認の請求に係る期間等

について記入すること。

④ 該当する□には、✓印を記入すること。

⑤ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。
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育児休業等計画書＜様式第５号＞

平成○年12月 1日

福島県教育委員会 様

所　　属 会津若松市立△△小学校

職員番号

職　教諭 氏名 若　松　春　代

（記名押印又は署名）

　再度の育児休業等の承認の請求をする予定ですので、下記のとおり育児休業（育児短時間勤務）

の計画について申し出ます。

1　請求の別 ☑ 育児休業 ☐ 育児短時間勤務

2　承認の請求 氏名（続柄） 若　松　あおい （ ）

 に係る子 生年月日 平成○年11月15日

3　請求者の計画 年 月 日から

年 月 日まで

年 月 日から

年 月 日まで

4　配偶者及び配偶者 若　松　一　郎

の養育計画 年 月 日から

年 月 日まで

☑育児休業 ☐育児短時間勤務

☐育児休業以外の休業又は休暇

☐その他（ ）

5　備考

備考

1 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。

2 育児休業承認請求書又は育児短時間勤務承認請求書と同時に提出すること。

3 「請求期間」欄は、育児休業承認請求書の「４　請求期間」欄又は育児短時間勤務

承認請求書の「２　請求期間」欄に記載した期間を記入すること。

4 「養育予定期間」欄は、請求者の育児休業又は育児短時間勤務の請求期間の満了日

の翌日から再度の育児休業又は育児短時間勤務の請求予定期間の初日の前日までの３

月以上の期間を記入すること。

5 該当する□には、✓印を記入すること。

6 配偶者が職員である場合は、「備考」欄に配偶者の所属及び職を記入すること。
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